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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランスミッション（１３）の底部に形成したオイルリザーバ（２０）の上方に位置す
る側壁（１５ｄ）に、前記オイルリザーバ（２０）にオイルを注入するオイル注入ガン（
２１）を挿入するためのオイル注入口（１５ｆ）を設けたトランスミッションのオイルリ
ザーバ構造であって、
　前記オイル注入口（１５ｆ）から前記オイルリザーバ（２０）の内部空間に挿入したオ
イル注入ガン（２１）の先端に対向する前記オイルリザーバ（２０）の内壁（１５ｋ）に
、前記オイル注入口（１５ｆ）から遠い側が低くなるように傾斜した傾斜面（１５ｍ）を
形成し、前記オイル注入ガン（２１）が吐出したオイルを前記傾斜面（１５ｍ）で前記オ
イルリザーバ（２０）の底部に向けて案内するとともに、前記オイル注入口（１５ｆ）の
下方の前記側壁（１５ｄ）に前記オイル注入ガン（２１）の挿入方向に突出する凸部（１
５ｏ）を形成したことを特徴とするトランスミッションのオイルリザーバ構造。
【請求項２】
　前記内壁（１５ｋ）よりも前記オイル注入口（１５ｆ）から遠い位置にオイルポンプ（
２４）が配置され、前記オイルポンプ（２４）の少なくとも一部は前記オイルリザーバ（
２０）に貯留したオイルに没することを特徴とする、請求項１に記載のトランスミッショ
ンのオイルリザーバ構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トランスミッションの底部に形成したオイルリザーバの上方に位置する側壁
に、前記オイルリザーバにオイルを注入するオイル注入ガンを挿入するためのオイル注入
口を設けたトランスミッションのオイルリザーバ構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トランスミッションのミッションケースの底部に複数のボルトでオイルパンを固定し、
前記複数のボルトの１本が螺合するボルト孔をミッションケースの内外に連通させること
で、前記ボルト孔をオイルパンに注入した余剰のオイルが溢れるドレン孔として利用する
ものが、下記特許文献１により公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２１００１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、ミッションケースの側壁に設けたオイル注入口にオイル注入ガンを挿入して
オイルを注入する場合、オイル注入口に挿入したオイル注入ガンの先端にオイルリザーバ
の内壁やトランスミッションの動力伝達部材が対向していると、オイル注入ガンが吐出し
たオイルが跳ね返されて逆戻りし、オイル注入口から外部に吹き返す可能性がある。この
ようなオイルの吹き返しが発生すると、オイルの注入作業の作業性が著しく低下するだけ
でなく、オイルの注入量の確認が難しくなり、作業者がオイルの注入作業が完了したと誤
認してオイルの注入量が不足する虞がある。
【０００５】
　本発明は前述の事情に鑑みてなされたもので、トランスミッションのオイルリザーバに
オイルを注入するオイル注入ガンが吐出したオイルがオイル注入口から吹き返すのを簡単
な構造で確実に防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載された発明によれば、トランスミッション
の底部に形成したオイルリザーバの上方に位置する側壁に、前記オイルリザーバにオイル
を注入するオイル注入ガンを挿入するためのオイル注入口を設けたトランスミッションの
オイルリザーバ構造であって、前記オイル注入口から前記オイルリザーバの内部空間に挿
入した前記オイル注入ガンの先端に対向する前記オイルリザーバの内壁に、前記オイル注
入口から遠い側が低くなるように傾斜した傾斜面を形成し、オイル注入ガンが吐出したオ
イルを前記傾斜面で前記オイルリザーバの底部に向けて案内するとともに、前記オイル注
入口の下方の前記側壁に前記オイル注入ガンの挿入方向に突出する凸部を形成したことを
特徴とするトランスミッションのオイルリザーバ構造が提案される。
【０００７】
　また請求項２に記載された発明によれば、請求項１の構成に加えて、前記内壁よりも前
記オイル注入口から遠い位置にオイルポンプが配置され、前記オイルポンプの少なくとも
一部は前記オイルリザーバに貯留したオイルに没することを特徴とするトランスミッショ
ンのオイルリザーバ構造が提案される。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の構成によれば、トランスミッションのオイルリザーバは、トランスミッショ
ンの底部に形成したオイルリザーバの上方に位置する側壁に、オイルリザーバにオイルを
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注入するオイル注入ガンを挿入するためのオイル注入口を備える。オイル注入口からオイ
ルリザーバの内部空間に挿入したオイル注入ガンの先端に対向するオイルリザーバの内壁
に、オイル注入口から遠い側が低くなるように傾斜した傾斜面を形成し、オイル注入ガン
が吐出したオイルを傾斜面でオイルリザーバの底部に向けて案内するので、簡単な構造で
オイル注入ガンが吐出したオイルがその先端に対向するオイルリザーバの内壁に跳ね返っ
てオイル注入口から吹き返すことが防止され、オイルの注入作業がスムーズに行えるだけ
でなく、作業者がオイルの注入作業が完了したと誤認してオイルの注入量が不足する事態
を未然に防止することができる。またオイル注入口の下方の側壁にオイル注入ガンの挿入
方向に突出する凸部を形成したので、オイル注入ガンが吐出して傾斜面により斜め下方に
案内されたオイルがオイルリザーバの内部で循環して側壁に沿って上向きに流れても、そ
の上向きの流れを凸部により遮ることでオイルがオイル注入口から吹き返すのを一層確実
に防止することができる。
【０００９】
　また請求項２の構成によれば、内壁よりもオイル注入口から遠い位置にオイルポンプが
配置され、オイルポンプの少なくとも一部はオイルリザーバに貯留したオイルに没するの
で、内壁の傾斜面で斜め下向きに案内したオイルをオイルポンプで更に下向きに案内して
オイルリザーバの底部を指向させることで、オイル注入口からのオイルの吹き返しを一層
確実に防止することができるだけでなく、オイルポンプにバッフルプレートの機能を発揮
させてオイルの油面の変動を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】エンジンおよびトランスミッションを結合したパワーユニットの正面図。
【図２】図１の２－２線矢視図。
【図３】図２の３方向矢視図。
【図４】図２の４－４線断面図。
【図５】図２の５－５線断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図１～図５に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１２】
　図１に示すように、自動車のパワーユニット１１は、一体に結合されたエンジン１２お
よびトランスミッション１３からなり、トランスミッション１３はエンジン１２に第１割
り面１５ａをボルト１４…で結合されるトルクコンバータケース１５と、トルクコンバー
タケース１５の第２割り面１５ｂにボルト１６…で結合されるミッションケース１７と、
ミッションケース１７にボルト１８…で結合されるサイドカバー１９とを備える。
【００１３】
　図２および図３はトルクコンバータケース１５をミッションケース１７側から見たもの
で、図示せぬトルクコンバータはトルクコンバータケース１５の隔壁１５ｃの向こう側（
エンジン１２側）に配置される。トルクコンバータケース１５は隔壁１５ｃの周囲には側
壁１５ｄおよび底壁１５ｅが接続しており、側壁１５ｄおよび底壁１５ｅの端部が第２割
り面１５ｂに接続する。
【００１４】
　トルクコンバータケース１５の底部にはオイルを貯留するオイルリザーバ２０が形成さ
れており、オイルリザーバ２０にオイルを注入するオイル注入ガン２１を挿入するための
オイル注入口１５ｆが側壁１５ｄに水平方向に開口し、そのオイル注入口１５ｆは着脱自
在なボルト２２（図１および図４参照）で閉塞される。またオイルリザーバ２０の底部に
臨むトルクコンバータケース１５の隔壁１５ｃの下部には、着脱自在なボルト２３（図１
および図３参照）で閉塞されるドレン孔１５ｇが形成される。
【００１５】
　トルクコンバータケース１５の隔壁１５ｃには、トルクコンバータの出力側に接続され
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た不図示の入力軸を支持する入力軸支持孔１５ｈが軸方向に貫通しており、その入力軸支
持孔１５ｈの直下に概略円筒状のオイルポンプ２４を取り付けるための凹部１５ｉが形成
される。そして凹部１５ｉの周囲を取り囲むようにオイルポンプ取付座１５ｊが形成され
、そのオイルポンプ取付座１５ｊにオイルポンプ２４の外周部が３本のボルト２５…で締
結される。
【００１６】
　オイル注入口１５ｆの直上の側壁１５ｄから、オイルリザーバ２０の最も高い壁面であ
る内壁１５ｋ（図２～図４参照）がオイルポンプ取付座１５ｊに向かって延びており、そ
の内壁１５ｋにはオイル注入口１５ｆから遠ざかるにつれて下側に傾斜する傾斜面１５ｍ
（図２～図４参照）が形成される。またオイルポンプ取付座１５ｊの下側には、エンジン
１２側に大きく窪んだ凹部１５ｎ（図２、図３および図５参照）が形成される。更に、オ
イル注入口１５ｆの直下の側壁１５ｄから、内部に油路が形成された凸部１５ｏ（図２お
よび図３参照）がオイルポンプ取付座１５ｊに向けて突出する。
【００１７】
　入力軸支持孔１５ｈに嵌合する入力軸に設けたオイルポンプ駆動ギヤ２６と、オイルポ
ンプ２４のポンプ軸に設けたオイルポンプ従動ギヤ２７とが噛合することで、入力軸によ
ってオイルポンプ２４が駆動される。オイルポンプ従動ギヤ２７の外周はオイルポンプ取
付座１５ｊにより取り囲まれる。
【００１８】
　次に、上記構成を備えた本発明の実施の形態の作用を説明する。
【００１９】
　トランスミッション１３のトルクコンバータケース１５の側壁１５ｄからボルト２２を
抜き取ってオイル注入口１５ｆを開放し、そこにオイル注入ガン２１のノズルを挿入する
ことで、オイルリザーバ２０にオイルを新規に注入あるいは補給することができる。オイ
ル注入口１５ｆはオイルレベルを規制する機能を有しており、注入したオイルがオイル注
入口１５ｆから溢れることで、作業者はオイルリザーバ２０のオイルの油面が規定高さに
達したことを知ることができる。このとき、オイル注入ガン２１から吐出したオイルがト
ランスミッションの内壁１５ｋで跳ね返されてオイル注入口１５ｆから吹き返すと、オイ
ルの注入作業が著しく阻害されるだけでなく、作業者がオイルリザーバ２０のオイルの油
面が規定高さに達したと誤認してしまい、オイルリザーバ２０のオイルの油量が不足する
可能性がある。
【００２０】
　しかしながら、本実施の形態によれば、オイル注入口１５ｆに挿入したオイル注入ガン
２１のノズルの先端に対向するオイルリザーバ２０の内壁１５ｋに、オイル注入口１５ｆ
から遠い側が低くなるように傾斜した傾斜面１５ｍを形成し、オイル注入ガン２１が吐出
したオイルを傾斜面１５ｍでオイルリザーバ２０の底部に向けて案内するので、簡単な構
造でオイル注入ガン２１が吐出したオイルがオイルリザーバ２０の内壁１５ｋに跳ね返っ
てオイル注入口１５ｆから吹き返すことが防止され、オイルの注入作業がスムーズに行え
るだけでなく、作業者がオイルの注入作業が完了したと誤認してオイルの注入量が不足す
る事態を未然に防止することができる。
【００２１】
　またオイル注入ガン２１から注入されたオイルはオイルリザーバ２０の内部で図２の矢
印Ａのように循環し、側壁１５ｄを下から上に駆け上ってオイル注入口１５ｆから吹き返
す可能性があるが、側壁１５ｄから突出する凸部１５ｏが側壁１５ｄを駆け上るオイルを
遮ることで、オイル注入口１５ｆからのオイルの吹き返しを一層確実に防止することがで
きる。
【００２２】
　またオイルリザーバ２０にオイルを注入する過程で、オイルの油面が変動することなく
安定した状態で上昇すれば、オイルの注入作業を終了するタイミングを正確に知ることが
できる。本実施の形態によれば、トルクコンバータケース１５のオイルポンプ取付座１５
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、オイルに一部が漬かったオイルポンプ２４がバッフルプレートの機能を発揮することで
、オイルを注入する過程でオイルの油面を安定した状態で上昇させることができる。
【００２３】
　またオイルポンプ取付座１５ｊが形成されるトルクコンバータケース１５の隔壁１５ｃ
が仮に平坦であるとすると、隔壁１５ｃの膜面振動によってオイルポンプ２４の支持剛性
が低下し、振動や騒音の原因となる可能性があるが、本実施の形態によれば、オイルポン
プ取付座１５ｊの側方には傾斜面１５ｍが連続し、オイルポンプ取付座１５ｊの下方には
軸方向に大きく窪む凹部１５ｎが連続するため、これらの傾斜面１５ｍや凹部１５ｎでオ
イルポンプ取付座１５ｊが補強されてオイルポンプ２４の支持剛性が高められ、振動や騒
音の発生が効果的に防止される。
【００２４】
　またオイルの油面よりも低い位置にあるオイルポンプ従動ギヤ２７の外周がオイルポン
プ取付座１５ｊにより取り囲まれるため、オイルポンプ従動ギヤ２７の回転に伴ってオイ
ルリザーバ２０内のオイルが攪拌されることが防止され、オイルの攪拌抵抗の低減および
オイルの油面の安定を図ることができる。
【００２５】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明はその要旨を逸脱しない範囲で種々の
設計変更を行うことが可能である。
【００２６】
　例えば、実施の形態ではオイル注入口１５ｆがトランスミッション１３のトルクコンバ
ータケース１５に設けられているが、それをトランスミッション１３の任意の部位に設け
ることができる。
【符号の説明】
【００２７】
１３　　　　トランスミッション
１５ｄ　　　側壁
１５ｆ　　　オイル注入口
１５ｋ　　　内壁
１５ｍ　　　傾斜面
１５ｏ　　　凸部
２０　　　　オイルリザーバ
２１　　　　オイル注入ガン
２４　　　　オイルポンプ
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